
抄録 ライフサイエンス分野の特許権の効力に関しては、現在，大別して2つの論点が存在する。第1の

論点は，遺伝子等の生物資源に代表される，代替性の低いリサーチツール特許に関する適切な権利行使

の問題である。第2の論点は，適切な権利期間の確保である。これらの論点について、現状の整理と若

干の検討を行う。

1．はじめに
近年，ライフサイエンス分野の特許の保護をめ

ぐる議論が活発になっている。2004 年に産業構造

審議会から発表された報告書1においては，リサー

チツール等代替性の低い上流技術に関する試験・

研究の例外の考え方や，裁定実施権制度による対

応可能性が検討されており，また，2007 年に知的

財産戦略本部から発表された報告書2においては，

リサーチツール等に関して，円滑な利用促進のた

めに，合理的な条件で利用ができる環境づくりへ

の提言や，ナノバイオテクノロジー技術に関連し

た DDS 製剤特許に関して，存続期間の延長登録を

認めるための法的整備の検討の提言がなされてい

る3。

一方，これらの特許をめぐる裁判も活発に提起

されている。例えば，ケモカイン受容体事件（大

阪地裁平成 20 年 10 月 6 日判決4）は，本格的なリ

サーチツール特許を対象とする特許権侵害事件で

あるが，他にも同様の特許をめぐる係争中の事件

もある。

本稿ではこれらの現状をふまえて，当該分野の

特許権の効力に関して現状の整理をし，若干の検

討を行う。

2．問題の所在 
ライフサイエンス分野の特許の権利行使に関
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